
国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 金曜日 第号官 報

衆

議

院

常
任
委
員
長
辞
任

九
月
十
八
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
常
任
委
員
長
の
辞

任
を
許
可
し
た
。

財
務
金
融
委
員
長

武
村

展
英

訂
正九

月
十
八
日
、
政
党
等
の
政
治
資
金
の
収
入
に
関
す
る

制
度
の
在
り
方
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
法
第

一
二
号
）
の
提
出
者
「
長
谷
川
淳
二
外
十
名
」
を
「
長
谷

川
淳
二
外
九
名
」
に
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
改
革
及

び
定
数
削
減
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
法
第
二
八
号
）
の
提

出
者
「
加
藤
勝
信
外
十
一
名
」
を
「
加
藤
勝
信
外
十
名
」

に
訂
正
す
る
。

参

議

院

常
任
委
員
長
辞
任

九
月
十
八
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
常
任
委
員
長
の
辞

任
を
許
可
し
た
。

財
政
金
融
委
員
長

宮
本

周
司

農
林
水
産
委
員
長

藤
木

眞
也

農
林
水
産
省

吉
田

正
義

日
本
中
央
競
馬
会
理
事
長
に
任
命
す
る
（
九
月
十
二
日
）

行
幸
啓
御
日
程

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
高
知
県
へ
行
幸
啓
の
御
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
日

十
月
二
十
五
日

皇
居
（
乾
門
）
御
出
門

東
京
国
際
空
港
御
発

特
別
機

高
知
空
港
御
着

高
知
県
立
春
野
総
合
運
動
公
園
体
育
館

お
泊
所

城
西
館

第
二
日

十
月
二
十
六
日

オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
図
書
館

高
知
声
と
点
字
の
図
書

館城
西
館

い
の
町
紙
の
博
物
館

高
知
県
立
美
術
館

高
知
空
港
御
発

特
別
機

東
京
国
際
空
港
御
着

還
幸
啓

認
証
官
任
命
式

九
月
十
七
日
午
後
四
時
二
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
国

務
大
臣
藤
井
比
早
之
、
同
山
下
貴
司
、
同
関
芳
弘
、
同
簗

和
生
、
同
井
林
辰
憲
、
同
笹
川
博
義
、
同
古
川
俊
治
、
同

細
野

志
、
同

梨
康
弘
、
同
中
司
宏
及
び
内
閣
官
房
副

長
官
中
西
祐
介
の
認
証
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
憲
法
記
念
日
に
つ
き
、
九

月
十
八
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、

九
月
十
八
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。天

皇
陛
下
は
、
マ
ル
タ
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
九
月

十
八
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

天
皇
陛
下
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国
祭
日
に
つ
き
、

九
月
十
八
日
同
国
二
聖
モ
ス
ク
の
守
護
者
サ
ル
マ
ン
国
王

へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
七
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の
認
証
を
し
た
の
で
、同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
弁
護
士
Ｊ
Ｐ
オ
ン
ラ
イ
ン
調
停
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
八
番
七
号
Ｍ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
六
本
木
麻
布
台
ビ
ル
十
一
階

認
証
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
一
日

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
五
号

投
資
の
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
日
本
国
と
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
令
和
八
年
条
約
第
六
号
）
に
つ

い
て
、
我
が
国
は
、
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
の
完
了
を
令
和
八
年
六
月
三
十
日
に
通

告
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
は
こ
れ
を
同
日
に
受
領
し
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
は
、
同
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
の
完
了
を
通
告
し
、
我
が
国
は
こ
れ
を
令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
に
受
領
し
た
。同
協
定
は
、

そ
の
第
二
十
八
条
１
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
九
月
二
十
六
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
井
比
早
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
三
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

中
国
横
断
自
動

車
道
尾
道
松
江

線

雲
南
市
加
茂
町
岩
倉
三
九
〇
番
一
か
ら
同
市
加
茂
町
岩
倉
九
一
一

番
二
ま
で

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
〇
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
四
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
九
月
三
日
付
け
を

も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5873号

電
子
傾
斜
計

Ｎ
Ｔ
1750Ｅ

Ｐ
Ｒ

N
a
v
itro
n

S
y
stem

s
L
td
.

17
T
h
e
T
a
n
n
eries

B
ro
ck
‑

h
a
m
p
to
n
L
a
n
e
H
a
v
a
n
t,

H
a
m
p
sh
ire,

P
O
9
1JB

U
n
ited

K
in
g
d
o
m
o
f
G
rea
t

B
rita
in
a
n
d
N
o
rth
ern
Ire‑

la
n
d
.

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
六
十
五
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
九
月
三
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
2216号

個
人
装
具
（
安
全

灯
及
び
お
の
を
除

く
。）

耐
熱
服
Ｔ
Ｋ

Ⅲ

型
高
階
救
命
器
具
株
式

会
社

長
靴
の
仕
様
を
変
更

野
口

彩
子

岩
波

敦
子

日
本
中
央
競
馬
会
監
事
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
九
月
十
六

日
）

登
録
生
存
講
習
機
関
の
登
録
事
項
の
変
更
に
関
す
る
公
示

船
員
法
（
昭
和
22年

法
律
第
100号

）
第
83条

の
４
の

規
定
に
基
づ
く
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
83条
の
15

の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
25
日国
土
交
通
大
臣
井
林
辰
憲

１
．
登
録
番
号

登
録
生
存
講
習
機
関
第
９
号

２
．
登
録
生
存
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
四
丁
目
24番
８
号
い

ち
ご
名
古
屋
ビ
ル
６
階

代
表
取
締
役
社
長
岩
ヶ
谷
光
晴


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